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謹んで新春のお慶びを申し上げます

年頭のご挨拶
射水商工会議所　会頭　牧 田　和 樹

　平成 30年の新春を迎え謹んでお慶び申し上げます。

　昨年は、なかなか抜けきることのできないデフレーション下において、進みゆく少子・高

齢化の影響は加速し、経済的停滞が改善することはありませんでした。日本銀行の金利が上

がらないことはその証左であり、インフレーションへの転換兆候が現れていない現実があります。そのような中、

射水商工会議所では、部会による射水市への提言・要望活動やいみず塾の開催、2年目となる新湊曳山まつり市民

プロジェクトの推進などに取り組みました。

　さて、最近話題の人工知能 (AI) は確実に商工業経営者に影響を与えると予想されます。松尾豊東大准教授の著

書 ｢人工知能は人間を越えるか｣ によると、①非常に大局的でサンプル数の少ない難しい判断を伴う業務、②人間

に接するインターフェースが優位に活かせる業務、の二つが現在迎えている第 3次 AI ブーム以降、人間にしかで

きない業務として残るようです。何ともつかみどころのない話ですが、乱暴に括ってしまえば「人間力」が大いに

求められるということではないでしょうか。換言すれば、他者との関係を良好にする力です。そのためには、高い

レベルの決断力と関係構築力が不可欠であり、松尾氏が推定する二つの業務の根幹的要素と符合しています。決断

力を引き出すものは洞察力であり、洞察力向上の源は責任感だと考えます。また、関係構築力を大きく左右するも

のは人間性であり、人間性の底流にあるのは、他者の心を如何に慮るか、ということだと考えます。まさに、いみ

ず塾の目指すところです。

　本年も、富山新港開港 50周年や旧新湊庁舎跡地活用など取り組まなければならない課題は沢山ありますが、引

き続き、射水商工会議所は考え行動する組織として活動を展開したいと考えます。会員各位には何卒倍旧のお引き

立てを賜りますようお願い申し上げ、あわせて今後益々のご隆盛をご祈念申し上げます。

大変僭越ではありますが、年頭にあたり所感を述べさせていただきました。
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年頭所感

年頭所感
日本商工会議所　会頭　三 村　明 夫

　明けましておめでとうございます。
　平成 30年の新春を迎え、謹んでお喜び申しあげます。

　日本商工会議所会頭として 5回目の新年を迎えました。各地商工会議所の皆様におかれましては、日頃から当
所事業に一方ならぬご支援・ご協力を賜り、年頭にあたり厚くお礼申しあげます。
　さて、西暦で下一桁が 7の年は、過去に金融に関わる大きな危機が訪れたこともありましたが、昨年の世界経済は、
米国経済が堅調に推移し、欧州も緩やかに回復、中国では高成長から安定成長へと軟着陸に向かっており、全体的
に当初の予想を上回る安定した動きとなりました。わが国経済も、潜在成長率が回復したとはいえまだ 1%程度の
実力の割には健闘しました。しかし持続的な成長に向けて構造改革の推進とサプライサイド政策の実行がますます
重要になっております。
　一方で、企業を取り巻く環境は、TPP11 の大筋合意や世界の貿易量の急速な回復など明るい話題があるものの、
北朝鮮問題、米国の保護主義的な政策、BREXIT の動きなど、先行きの不透明感も大きくなっております。日本国
内では、人手不足の顕在化が、賃金の上昇にも影響を及ぼし、また、多くの中小企業における経営者の高齢化、地
方経済の疲弊など、経営者の悩みは尽きなかったのではないでしょうか。
　このように不確実なことが多く、変化のスピードが速い時代の中では、民間企業の経営者の役割がますます重要
となっており、各々の経営者が「企業は何のために、誰のためにあるのか」を考え、その中で具体的にどう行動
するべきかが問われています。今年は明治維新から 150 年、また、東京、大阪、神戸の三つの商工会議所が設立
140 周年を迎える年でもあり、自らの企業経営のあり方を振り返る好機でありましょう。
　日本の資本主義と民間企業の発展に多大な貢献を果たした渋沢栄一翁は、「論語と算盤」を著し、「道徳経済合一
説」という理念の中で倫理と利益の両立を掲げております。その理念は商工会議所の精神的な支柱として、現代に
受け継がれております。経営者の皆様には、是非とも渋沢翁の理念を自らの経営にどう活かすのか、改めて考えて
いただきたいと思います。
　さて、大きな時代の変化の中で、平成 30年を迎えるにあたり、われわれ商工会議所が取り組むべき課題は山積
しておりますが、私といたしましては、「中小企業の課題解決が日本経済の成長に直結するものである」との信念
のもと、以下のような課題に重点をおいて取り組んでいきたいと考えております。
　1点目は、「人手不足の克服」です。深刻化する人手不足は、特に中小企業で顕著であり、およそ 6割の企業が
人手不足を訴え、この先もますます深刻化することが確実です。わが国における人手不足解消のためには、女性、
高齢者、外国人などの多様な人材の活用とともに、Ⅰ CTなどを活用した生産性の向上が不可欠です。商工会議所
としては、会員企業への支援に必要な施策を政府の各種会議などで要請していくとともに、支援事業の実施に取り
組んでいきます。また外国人材のさらなる活用についても、時代に応じた抜本的な見直しを訴えていく所存です。
　2点目は、「事業承継」への取り組みです。昨年は、事業承継税制の抜本拡充を求める「推進大会」を開催するなど、
全国の商工会議所の総力を挙げて、政府・与党へ働きかけた結果、平成 30年度税制改正において、商工会議所の
意見が多く盛り込まれた形で、事業承継税制の抜本拡充が実現しました。改めて税制改正の実現にご協力いただい
た関係各位に厚く御礼申しあげます。中小企業の事業承継は、単なる相続の問題ではなく、世代交代による中小企
業の活性化、生産性向上、地方創生など、わが国経済の成長に関わる大変重要な課題であります。今後 5年間で
団塊世代の経営者 30万人が 70歳に到達する「大事業承継時代」を迎える中で、商工会議所として、事業承継税
制をはじめ、国の施策をフル活用し、わが国経済を支える中小企業の円滑な事業承継を後押ししていく必要があり
ますので、引き続き、皆様のご協力をよろしくお願い申しあげます。
　3点目は、「地方創生」への取り組みです。第一次産業の活性化、およびインバウンドのみならず国内観光を含
めた観光振興による地域・地方の活性化に引き続き取り組みます。さらに、2020 年オリンピック・パラリンピッ
クは、わが国の魅力を世界にアピールする絶好の機会であり、招致から続けてきた大会成功に向けての取り組みは、
商工会議所の使命の一つと捉えております。加えて、大阪・関西における 2025 年国際博覧会の誘致も強力に進め
ていくことが重要であります。
　平成 30年は、上述の課題を解決・克服していくための 1年にしたいと考えております。「未来を拓く商工会議所」
として、日本商工会議所では、全国 515 商工会議所、青年部、女性会などとの連携をさらに強化し、企業、地域、
ひいては日本経済の持続成長の実現に向けて全力で取り組んでまいります。
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新年のご挨拶

新春を迎えて

射水商工会議所青年部　会長　宮 前　 智

射水商工会議所女性会　会長　笹 谷　幸 子

　新年明けましておめでとうございます。旧年中は当青年部の運営に際しまして、皆様に格別の
ご支援ご協力を賜りました事に、心より厚く御礼申し上げます。
　さて、当青年部では平成 29年度スローガンに『勇気と情熱〜仲間と共に〜』を掲げ、射水商
工会議所青年部事業のほか、県内 7単会の関わるイベントに参加し、青年部メンバーが一丸とな
り勇気と情熱を遺憾なく発揮し、仲間と共に、射水市や青年部活動を PRをして参りました。
　当青年部は今年度 40周年の節目を迎える事となります。当地域の皆様に感謝の気持ちを持ちながら、周年事業に取組
みたいと思っております。
　射水市の発展、そして地域活性に更に貢献していく所存でございます。結びに、ご健康と益々のご多幸を祈念し、新
年の挨拶とさせていただきます。

　新年明けましておめでとうございます。
　皆様には、お元気で新しい年をお迎えのことと、お喜び申し上げます。
　平素は女性会の事業運営に対し、ご指導ご協力を賜り心より御礼申し上げます。
　さて、昨年 4月の総会におきまして私が 5代目の会長を拝命し､ 新たな新役員体制がスタート
致しました｡ 就任当初は、わからないとばかりで不安でしたが、作年の秋に開催しました、富山県商工会議所女性会連
合会「第 33回観月会」を当女性会が担当することになり、何度も役員会を開催し観月会を功裏に終えることができました。
これらの諸準備を行うことにより役員・会員皆様との強い絆が生まれ、本当にすばらしい経験となりました。
　これからも皆様方のお力をお借りしまして、既成概念にとらわれず、立ち向かう勇気と、思いやる優しさを忘れずに、
女性ならではのクリエイテイブな発想をもちながら諸事業を行い、歴代の会長様方がつくりあげられてこられた、射水
商工会議所女性会を微力ではありますが支えて行きたいと存じます。
　年頭にあたり、皆様のご商売の繁栄と健康で幸せな一年でありますようにお祈り申し上げ新年の挨拶とさせていただ
きます。

年頭所感

年�男

荒 木 一 義

　私の名前は父から聞
いた話によると上杉謙

信の座右の銘から名づけられたそうで
す。
　「志とは士の心と書く。武士の第一
義は義である。義とは我を美しくあれ
の意である。人が美しく生きようとす
る心が、志である」志をもって生涯を
懸け、まさに「義」を追究しなさいと
いう父の思いが込められた名前である。
大義、正義、仁義、信義を重んじる。
私利私欲のない「義」を認めれば
誰であれ味方できる行動できる
ように今年も活かされ生きてい
きたいと思います。

『 第 一 義 』
松 本　  清

　「出逢い」この言葉を
強く意識するようになっ
たのは数年前、大きな手

術をした時からです。
　多くの方に声をかけてもらい、今も勇
気を持つことができているからです。
　無から始めた商売、技術を指導しても
らった親方や、独立してからも、多くの
お客様と接し「おかげ様だな、ありがた
いな」と思って今日まで続けてくること
ができました。
　そんな思いも含めて、今習っている書
道で自身の第一番目の作品に選んだ言葉
が「出逢い」です。
　最近では人工知能が人間よりも高度な
能力を持ち活躍し始めています。
　団塊の世代の一人である私には未来の
世の中を想像するのはむずかしいです。

「出逢い」「おかげ様」などの言葉が消え
てしまう未来にはなってほしくないと願
うばかりです。

『 出 逢 い 』

野 村 賢 政

　この言葉は仏教の「大無量寿経」に
説かれている言葉で、「たとえどんな
に苦難にこの身を沈めても、さとりを
求めて耐え忍び、修行に励んで決して
悔いることはない」と言う意味だそう
です。三年前に亡くなられた映画俳優・
高倉健さんの座右の銘でした。この言
葉を「南極物語」の撮影のため、北極
や南極での過酷なロケに行く際、天台
宗・酒井裕哉大阿闍梨から授かったそ
うです。自らの人生のよりどころ人生
を顧みるご縁としたいと思います。

『行く道は精進にして、
　忍びて終わり
 悔いなし』

今年、年男を迎えられる本所議員の方々に「座右の銘」を掲げていただきました。
本年が明るい未来の始まりの年と成るよう祈念いたします。
尚、並び順は生年月日にあわせております。ご了承願います。
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　本所において常議員会を開催。以下の議案について審議され、
いずれも原案通り承認されました。
　常議員後、富山国際大学主催の「地域連携講座」を開催。富山
国際大学　高橋哲也教授による講演が行われました。
　その後、協会けんぽより健康経営に
ついてPRも行われました。

議案第1号：会員の加入について
議案第2号：参与の委嘱について
議案第3号：常議員の選任について

先月の事業　Pick Up

　本所において経営セミナーを開催。講師に長谷川孝幸氏を
お招きし「行動が早い人になるための段取り術」と題してご
講演いただきました。
　当日は足場の悪い中33名が参加し、最後まで講師の話に聞
き入っていました。
　今回は、社会人にとって重要なテーマである「段取り」に
ついて、その活用方法等について学びました。
　その中で特に印象に残ったのは、時間と順番を正しく組み立てるスケジューリングの管理が重要だと
いうことです。参加された受講者の皆様にも今回のセミナーをとおして実施していきたいとご好評いた
だきました。

　本所金融保険部会は、射北中学校３年生約110名を対象に「金融と保険に関する出前授業」を開催し
ました。社会人になったとき欠かせない金融と保険の知識を、学生のときに学んでもらう事業で、今回
で３回目の開催となります。同部会員事業所の北陸銀行新湊支店山本義晴支店長が「金融」について、
アクサ生命保険北陸支社石本正章高岡営業所長が「保険」について熱弁をふるわれました。生徒たちは
熱心に耳を傾けました。

13
12

12
12

19
12

「常議員会」「地域連携講座」開催

行動が早い人になるための
段取り術セミナー

金融と保険に関する出前授業

　「神戸ルミナリエ2017と世界遺産『姫路城』を巡る１泊２日のバスツアー」を開催しました。本所が
取り扱う各種共済制度へご加入いただいている事業所26名が参加しました。神戸のメリケンパークには、
富山県氷見市から送られた「世界一のクリスマスツリー」が展示されており、参加者は興味深く見学し
ていました。

10
12

9
12 共済加入事業所優待事業

神戸ルミナリエ2017と世界遺産『姫路城』を巡る１泊２日のバスツアー

№ 事　業　所　名 代表者名 所　在　地 業　　種
１ P a i n  d u  R 峯　　亮平 射・東明七軒8-8 パン製造販売
２ ㈲ 魚 河 岸 広島　順三 　　海竜町5-6 水産物卸売業

３ ㈲甲谷造船
　エフ・アール・ピ 甲谷　英敏 　　中新湊22-19 船舶製造業

４ 藤 　 商 事 藤　　春男 　　越の潟町1-37 オガ屑卸売業
５ f i r s t  s c e n e 舟瀬新一郎 　　作道285-1 映像・音響制作
６ 射水市漁業協議会 東海　勝久 　　本町3-1-6 地域振興

№ 事　業　所　名 代表者名 所　在　地 業　　種
１ 渋 谷 建 築 渋谷　敏広 高・中曽根2520 大工業
２ は な び 山田　順二 射・三ヶ2602 飲食店

特別会員

新加入会員

議員異動のお知らせ

寺 林 正 英（工場長）
　　（前任者　高道幸和）
事業所名　三協立山株式会社
　　　　　三協アルミ社新湊工場
　　　　　射水市新堀23－1

３号議員 （平成29年12月1日付）
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　本所と射水市商工会で組織する射水市商工協議会が毎年実施して
いる標記顕彰事業の選考委員会が、本所において開催され、きらり
カンパニー努力賞に「株式会社 笹川建築」（建設業／射水市大江）、
きらりルーキー賞に「株式会社 ミルコム北陸」（小売業／射水市橋
下条）が決定しました。

　「株式会社 笹川建築」は、富山県産材にこだわった家づくりを行う大工工事業。大工業で培った技術
を活かしたＤＩＹキット等の新商品の開発や、後継者育成を目的とした大工アカデミーの開催など、積
極的に新たな事業に取り組む姿勢が評価されました。
　「株式会社 ミルコム北陸」は、射水、高岡、呉羽、婦中、その他県西部地域に対して、森永乳業の乳
製品を中心とした商品を、個人の住宅等に定期的に配達販売する乳製品小売業。創業から堅実に収益を
伸ばしている優良性と、接客・サービス向上のための社員教育への取り組みが評価されました。
　表彰式は２月６日㈫に、第一イン新湊で開催される、射水産学官金交流会の席上で行われます。

先月の事業　Pick Up

青年部だより

商工協議会だより

　富山商工会議所において小規模事業者持続化補助金等の成果
発表会、表彰式が行われました。県内8商工会議所よりこれま
での小規模事業者持続化補助金、ものづくり補助金の成果が発
表され、本所より「業務用に加え家庭用品の販路拡大を目指し
て」というテーマで発表を行い、今井・島倉両指導員が小規模
事業者持続化補助金の部門において貢献したということで表彰
されました。

13
12 小規模事業者持続化補助金等

「成果発表会及び表彰式」開催

18
12 平成29年度　射水市きらりカンパニー顕彰

受賞企業が決定

青年部クリスマス会員家族親睦例会を開催9
12

　第一イン新湊にて、毎年恒例のクリスマス会員家族親睦例会
を行いました。この事業は日頃青年部活動を理解し、お世話に
なっている家族へ感謝の気持ちをこめて青年部が毎年開催して
います。
　当日は青年部会員家族約80名が参加し、子供たちが楽しみに
している子供抽選会、射水ご当地アイドル IM Zip のステージ
イベントで大いに盛り上がり一足早いクリスマスを楽しみまし
た。

＜会議所＞主 な 今 後 の 動 き
1/5 金 新春懇談会 1/12～21 金～日 ふるさと祭り東京2018出店

1/10 水 本所青年部理事会 1/20 土 歴史・産業さんぽ

1/11
木 正副会頭会議 1/24 水 小規模事業者経営改善資金審査会

木 新年経済懇談会 1/31 水 本所青年部委員長連絡会議
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インフォメーション

平成30年 1月18日（木）14：00～15：30

無料（事前に必ず電話にて申込みお願いします）

ホテルニューオータニ高岡
　　　　　　　　　　4F 鳳凰西
｢2018年の政治経済情勢を読む｣

㈱双日総合研究所
 チーフエコノミスト　吉崎　達彦 氏

新春時局講演会
日 時

入場料

場　所

演 題

講 師

公益社団法人　高岡法人会
申込・問合せ先  TEL.23-8855  FAX.26-1216

いみず塾　　

資　　金　　名 利率（年）

日 本 政 策
金 融 公 庫

（国民生活事業）

マ ル 経 融 資 １.１１％

普 通 貸 付 １.８１～
２.４０％

富 山 県 小 口 事 業
資 金

１.８０％
以内

射 水 市 中 小 企 業
振 興 資 金

１.８０％
以内

主な公的融資制度の利率
（平成30年１月１日現在）

日本政策金融公庫定例相談会

◎ご利用の方は、事前に本所（TEL.84－5110）まで
　ご予約をお願いします。

【相談会場】　射水商工会議所１階相談室
アドバイザー等 開 催 日 時

高岡支店国民生活事業
■ 小口の事業資金融資
■ 創業支援・地域活性化支援
■ 国の教育ローン、恩給・共済

年金等を担保とする融資

１月 16 日（火）
13 : 00～15 : 00

富山支店中小企業事業
■ 中小企業への長期事業資金

の融資
■ 国の中小企業政策に基づい

た支援

１月 25 日（木）
13 : 00～15 : 00

金 融 関 係

　平成30年度日程が決定しました。
　各回独立しての開催なので、都合
のつく時間を選んでの参加も可能です。
【　大人のための論語　】
第11回　平成30年４月５日（木）
第12回　平成30年８月２日（木）
第13回　平成30年11月１日（木）
第14回　平成31年２月７日（木）
　　　　　　各回　午後６時30分～午後８時
【　子どものための論語　】
第５回　平成30年８月2日（木）
　　　　　　午後５時～午後６時
【　受講料　】
１回　3,000円
会員の方は　2,500円
【　テキスト代　】
初めて受講される方はテキストが必要です。
子どものための論語　　1,100円
大人のための論語　　　1,600円
【　申込み方法　】
本所ホームページより申込み用紙をダウンロー
ドのうえFAXまたは申込みフォームよりお申込
み下さい。
◆お問合せ・申込み先◆
射水商工会議所　担当：向田まで
TEL：（０７６６）８４－５１１０

次回
２月１日（木）
18：30~

　ハローワーク高岡は新庁舎建替えに伴い、し
ばらくの間、下記の仮庁舎に移転し業務を行い
ます。
　皆様には大変ご迷惑をおかけいたしますが、
なにとぞご理解をいただきますようお願いいた
します。

〇業務開始日：平成30年２月13日（火）
〇移転先住所：
　　〒933－0062　高岡市江尻字村中1193
� （元高岡労働基準監督署跡地）
� （※電話・ファックス番号の変更はありません）
問合せ先：ハローワーク高岡
� （TEL�21－1515・FAX�26－0612）

ハローワーク高岡仮庁舎
移転のお知らせ

実　施　日　平成30年2月25日㈰
受 験 会 場　射水商工会議所／富山情報ビジネス専門学校
　　　　　　※どちらかお選びいただけます
申込み期間　平成29年12月18日㈪〜平成30年1月26日㈮
実　施　級　2〜3級
受　験　料　2級　4,630円　3級　2,800円

申込み方法
　本所窓口にて申込用紙にご記入の上、お申込みください。
　または本所ホームページから
　https://www.kenteishiken.com/imizu/cc_user_regist.cgi?n_exam_kind=1
　第148回簿記検定試験の受付をしております。

日商簿記検定申込み受付中 第148回日商簿記検定受験者を募集致します。

問合せ　射水商工会議所　TEL：（0766）84-5110 担当：東
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今月のイチオシ

突撃！インタビュー
　このコーナーは本所にお越しいただいた会員企業の皆様を、当広報誌を
通じて広く紹介することで、会員相互の交流や販路拡大に繋げ、併せて本
所業務を紹介することで、更なる利用促進を図ろうという企画です。

★来所の目的を教えてください
　「歴史・産業さんぽ」の打合せにきました。

★「歴史・産業さんぽ」に参加すると、新湊かまぼこさんでは
　どんな体験ができますか？
　世界でひとつだけの細工かまぼこ作りの体験ができます。
　白い楕円のかまぼこに、赤黄緑黒白ピンクの 6色の色つきかまぼこで絵付けをし、オリジナル
の細工かまぼこを手作りしていただきます。
　当社は昨年よりこの細工かまぼこの手作り体験をはじめました。小さなお子様からお年寄りの
方まで幅広く体験していただいておりまして、皆さん個性豊な作品を制作しておられます。
　大変ご好評いただいており、今回の「歴史・産業さんぽ」でも体験していただけます。

「歴史・産業さんぽ」の
打合せにきました。

インタビューを終えて
　柴代表や、館長さん、受付の方々の明るい笑顔と元気な雰囲気が印象的な新湊かまぼこさん。
「お客様に気軽に細工かまぼこを体験して頂きたく、体験できる環境を整えました。」と語る柴代表。
様々な取り組みにチャレンジしていく姿勢がとても素敵でした。

　今回は株式会社　新湊かまぼこ　代表取締役　柴　達義さんにお話をお
伺いしました。同社は富山湾の恵みを生かし、こだわりの素材と技術で製
作したかまぼこを販売しておられます。

株式会社 新湊かまぼこ
射水市海王町21番地

☎８４-８２８２

射水商工会議所魅力発信プロジェクトで行っている、新湊地区について知っていただく
ための活動です。

　歴史と産業をテーマにした「歴史・産業さんぽ（上記細工かまぼこが体験できます。）」を1月20日（土）
開催します。（1/20の募集は終了しています。）
　射水市内外の方に、体験や見学を通じて理解を深めてもらうとともにこの地域の魅力をＰＲしています。

　現在、富山新港開港50周年を記念し、第四弾「新湊歴史ヒストリア」シリーズを発刊（3月に発刊）。発
刊を記念し富山新港の歴史と文化をテーマにした「新港さんぽ」の実施を予定しています。「新港さんぽ」
では出来上がった冊子を手に富山新港開港縁の地を巡ります。富山新港にまつわる歴史や文化について理
解を深めてもらうことができる日帰りツアーになっています。詳細については後日ご案内します。

また、「新湊歴史ヒストリア」シリーズは以下のＵＲＬからご覧いただけます。
http://imizucci.jp/blog/archives/news/2013
ぜひ新湊の魅力が詰まった内容をお楽しみください。

歴史・産業さんぽツアーとは？

◀「新湊歴史ヒストリア」
　シリーズ




